
 

 

 

 

令和４年７月  

 

大野市教育委員会定例会  

会議録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   日 時：令和４年７月２１日（木） 

午後３時３０分～午後４時３６分  

 

   場 所：結とぴあ ３０３号室  

 

 



 

 



－ 1 － 

大野市教育委員会７月定例会 次第  

 

                令和４年７月２１日（木）午後３時３０分～  

                      結とぴあ ３０３号室  

 

１ 開会  

会議録署名人 松谷委員 羽生委員  

２ ６月定例会の会議録の承認について  

３ 教育長重要事項報告  

４ 議事  

議案第４７号 専決処分の報告及び承認について（令和４年７月大野市議会

定例会提出議案（補正予算案））  

議案第４８号 大野市立学校タブレット端末使用規程の一部を改正する規程

案について  

議案第４９号 大野市立学校修学旅行バス借り上げ料補助金交付要綱案につ

いて  

議案第５０号 大野市立学校修学旅行中止等に伴うキャンセル料等補助金交

付要綱案について  

議案第５１号 大野市福井産給食推進事業補助金交付要綱案について  

議案第５２号 大野市給食食材費高騰対策事業補助金交付要綱案について  

５ 付議事項 

 １）８月の行事予定について                 資料１ 

    ・８月定例教育委員会 ８月２２日（月）午後３時３０分～ 

               大野市役所 大会議室 

 ２）大野市いじめ問題調査委員会について           資料２ 

６ その他 

１）６月の業務報告について                 資料３ 

２）令和３年度「大野ですくすく子育て応援パッケージ」の実績について 

資料４ 

３）大野市小中学校再編計画の進捗状況について 

４）その他  

７ 閉会 
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＜出席者＞  

 

              教育長            久 保 俊 岳  

 

委 員            松 谷 由 美  

 

              委 員            羽 生 たまき  

 

     事務局（説明者） 事務局長           真 田 正 幸  

 

              教育総務課長         指 岡 哲 郎  

 

              学校教育審議監        千 田   佐  

 

              こども支援課長        加 藤 智 恵  

 

              生涯学習・文化財保護課長   佐々木 伸 治  

 

        （書 記） 教育総務課課長補佐      小 林 勝 信  

 

 

 

＜傍聴者＞                     １名 
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【開会】  

 

【教育長】ただいまから大野市教育委員会７月定例会を開会する。  

  本日は、馬道委員と松田委員から欠席の連絡があったことを報告する。  

  なお、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第３項に定められ

ている、会議を開催するための定足数は我々３人で満たしているので、本日の

会議が成立することをまず確認しておく。  

 

【教育理念唱和】  

 

【会議録署名人】  

 

【教育長】本日の会議録署名人は、松谷委員、羽生委員にお願いする。  

 

 

【６月定例教育委員会会議録の承認について】  

 

【教育長】事前にお送りした会議録案について、ご意見、ご質問等があればお願

いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】６月定例会議録については事務局からの提案どおり承認してよろしい

か。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】事務局の提案どおり承認する。  

 

 

【教育長重要事項報告】  

 

【教育長】先日大変うれしいことがあった。本日は、そのことに関連して「やさ

しく、かしこく、たくましい大野人づくり」について申し上げる。  

先月末に、ある二十歳の青年が教育長室を訪ねてくれた。その青年は、私

が陽明中学校校長時代に３年間ともに過ごした生徒である。そして、来年１月

に予定されている二十歳の集いの実行委員の一員でもある。とは言っても、彼

は現在アメリカのフロリダ大学２年生である。夏休みで帰省しており、実行委

員会に出るついでに訪ねてきてくれた。  

彼は陽明中学校を卒業し、藤島高校へ進学したが、１年生を終えた時点で

軌道修正し、UWC（United World College）アルメニア校へ進学した。ア

ルメニアはトルコとアゼルバイジャンに挟まれており、毎日のように報道され

ているウクライナの近くの国である。歴史的にも地理的にも複雑な国である。
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そのアルメニアで世界各国から選抜された若者たちと２年間学び、現在はフロ

リダ大学在学中である。ちなみに、UWC は世界に１８校あるそうである。  

  彼を一言で表現するならば、「もし宇宙に興味をもったら、ハヤブサ３を飛

ばす人材」と言えるだろう。そんな彼が、アメリカの大学に在学しながら大野

市の二十歳の集いの実行委員を引き受け、ふるさとに関わろうとするその行動

力と人間性にとても感激した。彼が実行委員としてどんな発言をするのかとて

も楽しみである。名実ともに、成人式から二十歳の集いに変わることを楽しみ

にしたい。  

話の中で中学校生活について聞いてみた。彼は「大野で育ててもらってと

ても幸せだった」と即答した。彼は中学校でも非常に高いレベルで文武両道の

活躍をしていたので、大野は彼にとって少々物足りなかったのではないかと私

は内心心配していた。しかし、この心配は一瞬にして吹き飛んだ。  

大野の子は、この地で素直にまっすぐ育つ。しかし、一度市外に出るとな

かなか戻って来てくれない現実に、私は常々ある種のジレンマを抱えてきた。

しかし、どの子も市内外、いや国内外のどこにいても大野で育ったことをしっ

かり胸に秘め、大野を好きでいてくれることを確認できたことがとてもうれし

く、また私を勇気づけてくれた。  

彼は昨年度に「広報おおの」の取材を受けている。そのインタビュー記事

の最後に、「いつか大野に恩返しができるといいなと思います」を記されてい

る。今後、彼がどのように大野に関わってくれるのか心から楽しみにしたい。  

ただ、彼は特別でも例外でもない。目の前の子どもたちすべてが大野の宝

である。一人一人が夢をもち、どの子もその夢に向かって頑張れる「やさしく、

かしこく、たくましい大野人」の育成に引き続き励みたい。  

 

【議事】  

 

【教育長】議案第４７号 専決処分の報告及び承認について（令和４年７月大野

市議会定例会提出議案（補正予算案））、事務局の説明をお願いする。  

 ――＜教育委員会事務局長説明＞――  

【教育長】議案第４７号についてご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第４７号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第４７号については、提案どおり承認する。  

  議案第４８号 大野市立学校タブレット端末使用規程の一部を改正する規程

案について、事務局の説明をお願いする。  

 ――＜教育総務課長説明＞――  

【教育長】議案第４８号についてご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第４８号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  
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 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第４８号については、提案どおり承認する。  

議案第４９号 大野市立学校修学旅行バス借り上げ料補助金交付要綱案に

ついて、事務局の説明をお願いする。  

――＜教育総務課長説明＞――  

【教育長】議案第４９号についてご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第４９号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第４９号については、提案どおり承認する。  

議案第５０号 大野市立学校修学旅行中止等に伴うキャンセル料等補助金

交付要綱案について、事務局の説明をお願いする。  

――＜教育総務課長説明＞――  

【教育長】議案第５０号についてご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第５０号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第５０号については、提案どおり承認する。  

議案第５１号 大野市福井産給食推進事業補助金交付要綱案について、事

務局の説明をお願いする。  

――＜教育総務課長説明＞――  

【教育長】議案第５１号についてご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第５１号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第５１号については、提案どおり承認する。  

議案第５２号 大野市給食食材費高騰対策事業補助金交付要綱案について、

事務局の説明をお願いする。  

――＜教育総務課長説明＞――  

【教育長】議案第５２号についてご意見、ご質問等があればお願いする。  

【教育長】第３条で定めている、１３％の根拠の説明をお願いしたい。  

【教育総務課長】総務省が発表している物価指数を参考に１３％と見込んだ。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】議案第５２号について、事務局の提案どおり承認してよろしいか。  

 ――＜異議なし＞――  

【教育長】議案第５２号については、提案どおり承認する。  

 

【付議事項】  

 

【教育長】ここで一つお断りをしておく。付議事項２）大野市いじめ問題調査委
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員会については、大野市情報公開条例第７条第５号の規定に該当するため、本

日は非公開として後で協議いただくこととする。  

それでは、付議事項１）８月の行事予定について、事務局の説明をお願い

する。  

――＜各課長説明＞――  

【教育長】ご意見、ご質問等があればお願いする。  

【羽生委員】子どもさんが楽しみにされているチャレンジ教室が随時開催される

が、新型コロナウイルス感染症の第７波の感染拡大を受けて８月７日まで警報

が出ている中にあって、上限の人数を設けるなど新型コロナウイルス感染症に

対する特別な措置を講じているのか。  

【学校教育審議監】募集時から、定員を２０名として公民館の一番大きな部屋で

行う予定である。日程は、午前中は宿題をした後にＡＬＴから英語に親しむこ

とができる教室を実施する。  

午後からは、それぞれの公民館の特色のある教室や体験を計画している。  

今週の月曜日を締め切りとしていたが、先週末で一応１５名の応募があり、

昨年度の１３名よりも若干多い人数なので、十分にソーシャルディスタンスを

取りながら、チャレンジ教室を開催することができると考えている。  

【教育長】８月の行事予定については、以上とする。  

 

【その他】  

 

【教育長】その他１）６月の業務報告について、説明は省略するが、ご意見、ご

質問等があればお願いする。  

――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】６月の業務報告については、以上とする。続いてその他２）令和３年

度「大野ですくすく子育て応援パッケージ」の実績について、事務局の説明を

お願いする。  

――＜こども支援課長説明＞――  

【教育長】ご意見、ご質問等があればお願いする。  

――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】続いてその他３）大野市小中学校再編計画の進捗状況について、事務

局の説明をお願いする。  

【教育総務課長】再編準備委員会の第２回の部会が今日から始まるということで、

その日程等についてご報告する。  

本日７月２１日は、新開成中学校と新陽明中学校の合同で学校運営部会が

開催される。会議の内容は、部活動や生徒同士の交流事業などについて、ご協

議いただく予定である。  

７月２８日木曜日には、新陽明中学校の総務部会が開催される。会議の内

容は、中学生が参加する地域行事などと学校行事との調整や統合する事業につ

いて、また学校の空き地や空き校舎についてご協議いただく予定である。  
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８月１日月曜日には、新開成中学校と新陽明中学校の合同で通学安全部会

が開催される。会議では、スクールバスの運行基準などについてご協議いただ

く予定である。  

翌日の８月２日火曜日には、新開成中学校の総務部会が開催される予定で、

会議の内容は新陽明中学校の総務部会と同様である。  

８月８日月曜日には、新開成中学校と新陽明中学校の合同でＰＴＡ部会が

開催される。会議の内容は、ＰＴＡ組織の統合や制服などついてご協議いただ

く予定である。  

再編準備委員会の進捗について、ご報告をさせていただいた。 

【教育長】この件について、ご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】それでは、その他に移らせていただく。その前に、付議事項２）大野

市いじめ問題調査委員会について審議をお願いする。  

――＜傍聴者退出＞――  

【教育長】それでは、付議事項２）大野市いじめ問題調査委員会について、事務

局の説明をお願いする。  

――＜教育総務課長説明＞――  

【教育長】この件についてご意見、ご質問等があればお願いする。  

 ――＜意見・質問なし＞――  

【教育長】次に、その他３）その他で、事務局から何かあるか。  

【学校教育審議監】本日から、児童生徒、夏休みに入った。  

まず、夏休みのプール開放だが、昨年度は水泳の授業は行ったが、プール

開放は行わなかった。水泳の授業は、昨年度行ってない市町が多かったが、昨

年度、今年度と水泳の授業は実施した。  

各クラス単位で行う授業と違い、プール開放は一度にたくさんの子どもた

ちが来るため、新型コロナウイルスの感染が拡大する恐れがあるということで

昨年度は実施しなかった。今年度は、いろんな形で実施することを考え、例え

ば学年ごとに区切って、今日は１年生、明日は２年生というように工夫をしな

がら実施することとした。上庄小学校はＢ＆Ｇのプールを使い、上庄小学校以

外のすべての小学校で夏休み期間のプール開放を実施する予定である。ただ、

回数的には、１回だけといった学校もあるが、今年度の様子を見て次年度以降

も工夫したいと考えている。  

この３連休あたりから児童生徒にも感染者が増えている状況もあり、中止

をせざるをえないという学校も出てくる場合もあるので、結果として今後どう

なるかわからないが、学校長の判断でプール開放を予定しているところも中止

になる可能性はある。 

２点目は、夏休み中のラジオ体操だが、昨年度も実施したが、今年度もす

べての小学校で実施する予定でいる。それぞれ育成会が中心になって期間を決

めるので、期間については統一されていない。  

【こども支援課】委員の皆さんに、夏休みわくわくカレンダーを配布した。  
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昨年度から作成していて、今年度も、夏休み期間中の市の各課の行事や公

民館の行事などを掲載している。先週の火曜日頃に、すべての小中学校の児童

生徒に配布した。夏休みが１カ月と１０日ぐらいあるが、このカレンダーを見

て、いろんな体験をしていただきたいと思う。  

また、今年度は大野市に住んでいる特別支援学校の小中学生にも配布した。  

【教育委員会事務局長】私の方から、現在、教育委員会全体として取り組んでい

るコミュニティスクールについて、概要をご説明する。  

現在、各学校では家庭地域学校協議会を設置し、校長が委嘱する地域の

方々からご意見をいただき、開かれた学校に向けてそれぞれ取り組んでいると

ころである。これは、福井県が全国に先駆けて取り組んできた「福井型コミュ

ニティスクール」というものである。  

協議会でいろいろなお話や協力をいただいているが、基本的には決定をす

るというものではなく、ご意見をいただく審議会のような機関になる。  

ただ、これまで以上に子どもが少なくなってくる、マンパワーも少なくな

る、あるいは学校ごとにいろんな課題があるということを解決していくために

は、もう一歩進んで法的な根拠を持った「国型コミュニティスクール」に移行

していきたいと考えている。これは、一昨年度末あたりから準備をしており、

地域との関わり方など課題がありなかなか進まなかったが、できれば来年度か

ら「国型コミュニティスクール」に移行していきたいと考えている。  

「福井型コミュニティスクール」と「国型コミュニティスクール」の違い

は、「国型コミュニティスクール」は法律に基づいて設置し、委員を教育委員

会が委嘱をすることになる。このため、教育委員会に対して建設的な意見を述

べることができるようになる。  

また、今でも校区の住民の方々にご協力をいただいているが、さらにもう

一歩進んで、地域全体また校区全体として学校を盛り立てていただけるような、

そういったことに向かって取り組んでいきたいと思っているので、ご理解いた

だきたいと考えている。  

【教育長】もう少し形ができてきたら、報告させていただきたい。各委員から、

その他ご意見・ご質問があればお願いする。  

【松谷委員】この子育てすくすくパッケージなど紹介いただいたが、少子化が進

んでいるが、現在生まれてくるお子さんはどのような状況なのか。減少してい

るとは思うが、それがいずれ学校再編の問題にも繋がっていくと思うので、教

えていただきたい。  

【こども支援課長】大野市の出生数は、令和３年の１月から１２月までで１５２

人で、令和２年は１９１人、令和元年は１６１人だった。令和３年は、今まで

で一番低い出生数だった。令和２年は、令和婚の影響で少し多かった。  

それ以前については、大体２００人前後で推移してきたが、今は１５０人、

１６０人台になってきている。  

【羽生委員】本日、この委員会の前に校長先生と語る会に初めて出席した。  

働き方改革というテーマで分科会にも参加したが、本当にそれぞれが受け
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持っている学校の中で真摯に取り組んでいる生の声を聞けたということは、非

常に大きかったなと思う。  

分科会でも申し上げたが、やはりどこか学校に依存している部分が、地区

民としてもあることの反省を受け、当たり前の中の意識を改革していくことは、

学校のベテランの先生だけではなくて、地域の側も受け入れて周知や理解をし

ながら、学校に関係のある行事等の見直しの際にもこういった意識をフルに発

揮しないといけないと、頑張っている姿やお声を拝見して強く思った。  

【教育長】貴重なご意見、ありがたく思う。  

 

【閉会】  

 

【教育長】これをもって、大野市教育委員会７月定例会を閉会する。  

 

午後４時３６分終了  

       令和４年８月２２日  

 

                                  

（松谷委員）  

 

                                  

（羽生委員）     


